
9
September 2018

一般社団法人多治見青年会議所２０１８年度

ＪＣＮＥＷＳ

ＪＣの三信条
TRAINING・SERVICE・FRIENDSHIP（修練・奉仕・友情）

～９月例会（会員開発事業Ⅰ）のご案内～
Ｑ、何故今回の事業を行おうと思ったのですか？
　今日の多治見青年会議所は過去の先輩諸兄の素晴らしい事業活動があり、６０余年の歴史を紡ぎ、
現在に至っております。私達メンバーは知らず知らずのうちに過去の慣習になぞって物事を考え、ま
た考えたつもりになっていることも少なからずあるのでは無いでしょうか。
　地域を牽引していくリーダーとは常に先を見据える力を持ち、時代のニーズに応じたビジョンを持
たなければならないと考え、メンバーの質を高めていただきたいと思いました。

Ｑ、メンバーには事業で何を学んでいただきたいですか？
　「考える」という普段当たり前に行っている事を整理し掘り下げ、講演を通じ物事を様々な角度から
考えることのできる転換的思考力を学んでいただきたいと思います。

Ｑ、参加メンバーには、事業後どうなってもらいたいですか？
　青年会議所活動を行っていくうえで、固定観念や過去の慣習に捉われるこ
となく、自分のビジョンをしっかりと描き先を見据える事の出きる人材へと
成長して頂きたいと考えます。 会員開発委員会

委員長　恩田紘尚

～８月例会（会員親睦事業）を終えて～

総務・渉外委員会　委員長　三和義幸

　８月６日、（一社）多治見青年会議所ゆかりの場所である川家屋にて前半の事業を振り返るとと
もに、次年度理事長予定者を祝福することで、今後の運動に向け親睦を深め絆の輪を広げるため開
催させていただきました。
　事業の中で、２０１８年度前半の事業とその目的を振り返っていただき、自分たちの功績を知っ
ていただき、後半の事業も魅力あるものにしていく想いを共有していただけました。
　また、例会前の総会にて次年度理事長予定者が決定し、理事長予定者に関するクイズや馴染みの
ある先輩方からの温かいメッセージでメン
バー一同で就任を祝福しました。
　本事業を通じ、メンバーの絆の輪が広げ、
後半に向けの英気を養うことができました。
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The Creed of Junior Chamber International
We Believe;
That faith in God gives meaning and purpose to human life;
That the brotherhood of man transcends the sovereignty of nations;
That economic justice can best be won by free men through free enterprise;
That government should be of laws rather than of men;
That earth’ s great treasure lies in human personality;
and That service to humanity is the best work of life.

　　　　　　　JC 宣言
日本の青年会議所は
混沌という未知の可能性を切り拓き
個人の自立性と社会の公共性が
生き生きと協和する確かな時代を築くために
率先して行動することを宣言する
　　　　　　　　綱領
われわれ JAYCEE は
社会的・国家的・国際的な責任を自覚し
志を同じうする者、相集い、力を合わせ
青年としての英知と勇気と情熱をもって
明るい豊かな社会を築き上げよう。

～地域の未来確立事業Ⅱを終えて～
　現代社会においては、仕事本来の価値を理解せず、お金など対価のみを重視する風潮が広まっ
ています。そのような社会の中でこれから成長していく子供たちに、対価を得る前の段階である、
生産することに対しての喜びや人に感謝される喜びを知り、ひいては働くことの喜びを知ってい
ただくことで、対価だけではない仕事本来の価値を理解し、将来に対して期待をもっていただき
たく、地域の未来確立事業Ⅱを開催させていただきました。
　４つの生産体験でそもそもの生産する喜びを感じていただけたかと思います。事業の最後には
廿原町の方をはじめとする来賓の方々に、当日生産した成果物を振る舞ってティーパーティを開
催しました。来賓の方々に実際にパフェや、オリジナルグラスを使ったお茶を振る舞い、感謝の
言葉をいただくことで、自分たちの手で作った物で人に感謝されるという事を体験していただけ
ました。
　当事業においては、委員会メンバーのみならず全メンバーのご尽力のおかげを持ちまして、大
きな事故もなくに、子どもたちに働くことの喜びを知っていただくことができた大変有意義な事
業とする事ができました。猛暑の中、ご協力いただきました全メンバーに感謝申し上げます。
　誠にありがとうございました。

地域の未来確立委員会
委員長　津田　剛

９月例会（会員開発事業Ⅰ） 　　　　　　　　　　　9月   6日 　  産業文化センター 
ＯＢ現役親睦事業　じゃがいも大会  　　　　　　　9月   9日 　  愛岐カントリー       
会員拡大会議Ⅲ  　　　　　　　　   　　　　　　　9月20日 　  産業文化センター       
Heart of Tajimi たじみ市民討議会　提言書提出式 　 9月27日 　  多治見市役所       
（一社）羽島青年会議所５０周年記念式典 　　　　    9月29日 　  羽島市       
１０月理事会議  　　　　　　　　　　　　　　　 10月  1日 　  文化会館 
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